
市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・性別・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・性別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

　若見洞川クリーン隊は、若見町
の砂防池を源流とする、若見洞川
の一部分の清掃と草刈り作業を
行うボランティア団体で、2013年
5月に活動を始めました。

　川幅約6メートルの若見洞川
は、途中で大山を源流とする精進
川と合流し、赤羽根港に注ぎま
す。水はきれいで、夏には蛍が舞います。しかし、年に１回ある河川愛護デーの草刈り作業
だけでは、その美しい環境を保つのに不十分でした。活動前は農業ビニールや畑から出る
野菜の収穫残さ、農薬瓶、空き缶、空き瓶などが捨てられ、無残な状態となっていました。
　また、片岸は竹に似た背の高い植物に覆われ、人力ではどうすることもできない状態で
した。

　見て見ぬふりをするより、やれることをやってみようと、清掃活動を行うことに決めまし
た。より多くの人に参加してもらうため、仲間で話し合い、チラシを作成したり、若見区役
員や新聞社に活動の協力をお願いしたりしました。

　清掃活動当日は、若見区役員、土建会社、あかばね塾生、豊橋
信用金庫職員、そして新聞報道を通じて知った豊川、豊橋からの
ボランティアが6名ほど来てくださいました。総勢30名程の参加
者が集まり、4トントラック一杯のゴミの回収と川岸周辺の草刈り
をすることができたのです。

　2年目から、多面的機能支払交付金・若戸地域環境保全の会と
いう農林水産省の事業への組織参加が認められ、助成金の対象
になりました。2017年からは若戸小学校の協力の下、子ども、保
護者の協力も得て、水辺の生き物観察と清掃活動を大人と子ど
もが一緒に行っています。
　また、この作業区間を、市のアダプトプログラム(市民の皆さ
んと市がお互いの役割分担を定め、両者のパートナーシップの
もとで環境美化を進めていく制度)に登録し、プレートを作成して
もらいました。
　この活動で、草刈り機が使えるようになった女性もいます。最
近は、若いママと子どもの参加者も増えてきました。継続は力な
り、困難の山は高いですが「草刈り清掃活動で地域交流」の旗を
掲げ、次世代へバトンタッチできるよう末永く続けて行きたいで
す。

若見洞川クリーン隊
（代表 永田みよ江）
　（090）1274-4730

［投稿者］

▲アダプトプログラムのプレート

▲活動の様子　

▲若見洞川クリーン隊の皆さん　

応募資格●市内在住の18歳以上の方
　※公務員や公職にある方、高校生を除く。
活動内容●次の中から希望するもの
　①市民記者（取材・記事作成）
　②インターネット（SNS）を活用した情報発信
　③ケーブルテレビ市政情報番組ナビゲーター
　④イベント・風景などの撮影
募集人員●７名以内
募集期間●4月30日（金）まで（必着）
応募方法●応募用紙に必要事項を記入の上、直
　接持参・郵送・Ｅメール・ＦＡＸにて
　※応募用紙は広報秘書課または市ＨＰで入手　
　（任意の様式でも可）
選考方法●意欲などを考慮、市の選考により決定
　（面談あり）
発表●応募者に通知の他、広報紙にも掲載
活動期間●令和４年3月末まで
謝礼●年1万円

▶広報秘書課☎2２-0138　  23-1691
　  koho@city.tahara.aichi.jp

広報サポーター募集！
　「広報たはら」の紙面づくりやケーブルテレビ
への出演、インターネットを使った情報発信な
ど、市の広報活動に参加してみませんか？
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活動を始めて９年

テーマ＝また来たくなる渥美半島
　　　　～食べる・遊ぶ・観る～
作　品＝単写真（令和３年１月１日～１２月17日に撮影し

た作品で未発表のもの）
賞　　＝田原市長賞、中日新聞社賞、渥美半島観光

ビューロー会長賞、特別賞他
申　込＝渥美半島観光ビューローＨＰの専用フォームに

て／１人５点まで／写真専用用紙へプリントア
ウトしたものとデジタルデータ（JPEGのみ）の
2点

その他＝被写体が特定できる場合は必ず了承を得るこ
と／応募作品は返却しません／入賞発表は、
令和４年3月にＨＰなどにて

締　切＝12月1７日（金）
※詳しくは、渥美半島観光ビューローＨＰをご覧ください

▶渥美半島観光ビューロー
〒４４１‐３４16　
田原市東赤石5丁目74番地（道の駅田原めっくんはうす内）
☎23‐３５16

https://www.taharakankou.gr.jp

渥美半島フォトコンテスト
作品募集！　　 

広報たはら  令和3年４月│    │17


